
                 

 

2021年 9月 28日 

 

バイオエンプラ「DURABIOTM（デュラビオ TM）」がトヨタの新型「MIRAI」に採用 

 

三菱ケミカル株式会社 

 

三菱ケミカル株式会社（本社：東京都千代田区、社長：和賀 昌之、以下「当社」）のバイオエンジニアリ

ングプラスチック「DURABIO™（デュラビオ TM）」が、トヨタ自動車株式会社（本社：愛知県豊田市、社

長：豊田 章男、以下「トヨタ自動車」）が 2020年 12月から販売している燃料電池自動車 新型「MIRAI」

のリアヒーターコントロールパネルに採用されました。DURABIO™がMIRAIに採用されたのはこれが初

めてとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DURABIO™は、再生可能な植物由来原料イソソルバイドを用いたバイオエンプラで、耐衝撃性・耐候性・

耐熱性などの点で一般的なエンプラよりも優れた物性を有しています。また、一般的なエンプラは、自動車

のシートに含まれるアミンという物質により劣化（白濁など）することが知られていますが、DURABIOTM

は耐アミン性にも優れているという特徴も有しています。これらの特性を活かし、車載ディスプレイ前面板

やフロントグリルなど自動車の内外装意匠部品への採用が進んでいます。 

 

 トヨタ自動車のMIRAIは水素で発電した電気で走る燃料電池自動車であり、環境課題とエネルギー課題

の解決に貢献する“究極のエコカー”と呼ばれる環境車です。当社の DURABIOTMは、内装材として求め

られる耐衝撃性や耐薬品性といった物性に加え、植物由来原料の素材である点が、MIRAI のコンセプトと

も合致し、今般の採用にいたりました。 

 

当社では、植物由来で環境負荷低減にも寄与できる DURABIO™の用途展開を通じて、環境にやさしい

クルマづくりに貢献してまいります。 

 

以 上 

 

 お問合せ先 

三菱ケミカル株式会社 広報本部  

TEL  03-6748-7161 

パネルにDURABIOTMが採用 トヨタ自動車 新型「MIRAI」 


